
中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 鳥取追加公募 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 認定 NPO法人ハーモニィカレッジ 

代表者名 大堀 貴士 

申請事業名 主題 牧場フリースクールまなび～馬 

申請事業名 副題  

エリア／テーマ 

【鳥取県】 

生きづらさを抱える子ども・若者、又は生活上の困難を抱える人が、安

心・安全に暮らすことができる環境づくり 

解決すべき社会課題 

【領域】 

１）子ども及び若者の支援に係わる活動 

【分野】 

② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援 

申請事業の概要 

鳥取県における不登校対策において、小学生を主に対象とした、すべて

の子どもが健全に成長し、自己実現ができる支援となること、また公民問

わず連携できる仕組みを構築し、社会がかけがえのない人材を余すとこ

ろなく育成できることを目的とする。 

① フリースクール 

学校に行かない選択をした子どもたちの安全基地、友達をつくる場、

個別学習支援、フィールドワーク等を通して多様な学びを提供 

② つながる=つなげる 

教育機関、医療福祉との連携、茶話会や交流会等で保護者をつなぐ 

③ オルタナティブ教育 

100 年を生き抜く底力を育む、体験学習や個人の興味・理解度に合

わせた教育スタイル、かつ学習指導要綱に沿った学習実施 

事業実施地域 鳥取県東部（鳥取市、八頭町、岩美町、智頭町、若桜町） 

申請事業期間 2022年 3月～2024年 1月 

申請助成額 

8,925,000円 

【内訳】直接事業費 8,500,000円、管理的経費 0円 

      評価関連経費 425,000円 

 

◼ 審査コメント 



✓ 馬を使ったフリースクール、分かりやすく革新性のある事業であり、社会にも伝えやすい。 

✓ 一番評価したいのは移動教室のアウトリーチである。待っているだけではなく、出向いていく姿。出

向くことでこれまでにないグレーゾーンの方と出会い、新たな課題発掘に繋がる。 

✓ 団体がしっかりしており、事業も安定運営している。助成金が無くても実施できるのではないか。 

✓ ホースセラピー、比較的若い世代が関わっていることが魅力的。ホースセラピーは注目されており、

事業性も高い。近年、競走馬を受け入れ、そこに資金を出す動きもある。そちらも使いながら財源担

保ができるのではないか。そうした工夫も入れて事業計画を立ててみてはどうかという印象を持っ

た。 

✓ クラウドファンディングを活用すればゲルを設置することができるのではないか。 

✓ 新しい事業の新スタッフを支えたい、そのあたりのフォローが今後必要になる。 

  



中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 鳥取追加公募 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 NPO法人発達障がい児親の会 CHERRY 

代表者名 松本 由香 

申請事業名 主題 
“メンタ−”がいるカフェづくり～発達に障がいがある子とその親を支援す

る～ 

申請事業名 副題  

エリア／テーマ 

【鳥取県】 

生きづらさを抱える子ども・若者、又は生活上の困難を抱える人が、安

心・安全に暮らすことができる環境づくり 

解決すべき社会課題 

【領域】 

１）子ども及び若者の支援に係わる活動 

2) 日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る

活動 

3)地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面し

ている地域の支援に係る活動 

【分野】 

①経済的困窮など､家庭内に課題を抱える子どもの支援 

②日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援 

③社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援 

④働くことが困難な人への支援 

⑤社会的孤立や差別の解消に向けた支援 

⑥地域の働く場づくりの支援 

⑦安心･安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援 

申請事業の概要 

障害児の子育てについて、「いつでも・気軽に・安心して」相談できる場が

暮らしの中にあるように、米子市内に子育て期の女性や男性が訪れやす

いカフェを作る。 

そしてそのカフェでは「ペアレントメンター」と呼ばれる、発達に障害がある

子を育てた先輩ママ・パパがいつもいて、気軽に話ができるようにする。 

事業実施地域 鳥取県西部 

申請事業期間 2022年 3月～2024年 1月 

申請助成額 
8,920,000円 

【内訳】直接事業費 7,600,000円、管理的経費 900,000円 



    評価関連経費 420,000円 

 

◼ 審査コメント 

✓ 素朴な思いから出発している点が好印象である。だが、ステージが休眠預金の意図、計画性や事業性

から見ると素朴なままでは成り立たない印象もある。 

✓ 制度化前の戸惑いのサポートといった視点はとても大事な視点である。当事者に寄り添うためにそ

の情報や知識、提供の仕方、流通等詳しい方と福祉に限らず連携すれば思っていることをより実現で

きるのではないか。 

✓ 今あるカフェの集客が建物を変えるだけで期待通りの成果が上がるのか気になる。 

✓ 財務関連で長期借入が大きく、目標や利用客のアウトカム等を見て本当にこれで成り立つのか不安

がある。 

✓ 思いがたくさんあるので、今一度経営計画をしっかり立てていくことが必要ではないか。 

✓ 比較的小さい金額の助成金を積み重ねて基盤を強化していくのはどうか。 


